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地 域 づ く り 考 房 『ゆ め』 

高く評価された「ゆめ」の活動と今後の期待 
松本大学総合経営学部 学部長  木 村 晴 壽 

    

 

 
    

 改めて強調するまでもなく松本大学は、専門知識と行動力をバランスよく兼ね備え

た人材を地域社会へ送り出すことを目標としています。したがって本学の学生は、４

年間をかけて（短大部の場合は２年間で）そのような人間へと成長するための教育

を受けることになりますが、松本大学の大きな特徴は、地域社会に定着し、そこで意

味ある活動を実践するための人間力・行動力を重視するところにあります。 

 カリキュラムに編成された各授業だけではそのような力を十分に育成することはで

きない、というのが本学の考え方です。通常の授業とともに学生の地域での活動を

奨励し、それを強力にサポートすることによってはじめて、実践力は身につくのだと考

えています。 

 平成２０年度の文部科学省「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」

（通称「学生支援ＧＰ」）に向け本学は、”若者の地元定着につなげる地域活動の支

援～地域まるごとキャンパス「地域づくり考房『ゆめ』」の実践～”のテーマで申請し、

採択されました。「ゆめ」を拠点としたこれまでの活動が高く評価された結果であると

ともに、今後のチャレンジには注目が集まっています。レベルアップした地域実践に

大きな期待が寄せられてもいます。 

Topics 

☀ 新入生 活動紹介 

☀ 平成20年度地域づくり学生 
  チャレンジ奨励制度 

☀ 学生の地域連携活動 
  ・みすず屋四方山噺 
   ・にじますカップ 
  ・トム、いかだで河をくだる 
   ・波田町日本語教室 

☀ お知らせ 
   ・ナーマル・プロジェクト古着募集 
   ・バリアフリー支援準備室スタッフ 
    募集 
      

☀ ミャンマーサイクロン、 
  岩手・宮城内陸地震募金活動 

☀ つぶやき   

地域づくり考房『ゆめ』は、大学で学んだ知識や技術を学生が地域づくりの中で実践的に生かしていくことを目指しています。 

“ゆめ”の由来・・・結芽
ゆめ

『ニーズの芽を結ぶ場所』＋夢
ゆめ

＋遊眼
ゆめ

『遊び心の視点を持つ眼』 
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新 入 生 活 動 紹 介 

 今年も大勢の新入生を迎え、新たな年度がスタートしました。考房『ゆめ』

でも多くの１年生が活動を始めました。興味がある事、やりたい事はそれぞれ

違いますが、先輩学生や地域の方と楽しく交流しながら活動しています。そん

な１年生７名に、活動のきっかけや感想などを聞いてみました。 

①活動のきっかけは？ 

②どんな活動をしていますか？ 

③活動した感想と今後の豊富 

参加者インタビュ～ 

①中学、高校と私はさまざまなボランティア活動をしてきました。そしてもちろん、大学で

もボランティア活動を積極的に行っていきたいと思っていたので「ゆめカフェ」に参加しま

した。そこで紹介されたさまざまな活動の中でも、私が特に興味を持ったのは「松風連」で

した。太鼓は全くの未経験でしたが、この活動では大学内だけでなく、社会人や地域の子ど

もたちと交流できると聞いたので、思い切って新しいことにチャレンジしてみようと思い立

ち、実際に活動を見学してみることにしました。 

②松風連では週に一度、社会人の方や地域の子どもたちと一緒に練習をしていました。週末

には地域のイベント（祭りなど）からの依頼を受け、実際にステージで演奏を披露している

ようです。 

③松風連の活動を見学したことで、もっとさまざまな活動に足を踏み入れてみたいと思うよ

うになりました。考房『ゆめ』で紹介されているボランティア活動には、私が以前から参加

していた「ひまわり号」という活動があったり、また先生方からボランティアの情報提供を

していただけたりするので、活動の場を更に広げていくことができそうです。地域の方々と

の交流やボランティア活動を通し、大学生活を充実させていきたいと考えています。そのた

めにも、自ら活動していこうという姿勢を大切にしていきたいです。 

①入学後のオリエンテーションで考房『ゆめ』の説明を聞き、その中で「山形小学校自律支

援学級のボランティア」の活動について興味を持ちました。私は子供とふれあったりするこ

とが好きで、ボランティアにも興味がありました。具体的にどのような活動をしているのか

先生や先輩から詳しい話を聞き、「やってみたい！」と思いました。しかし、活動時間が授業

時間とかぶってしまい、まだ入学したてで学校生活にも慣れてなかったため違うボランティ

アを探すことにしました。その時に先生が他の子供とふれあう活動を探してくださり、その

中に「ひよこの会」という親子サークルのボランティアがあり、活動時間も丁度よく、興味

を持ったので参加することを決めました。 

②「ひよこの会」は保育園に入る前の０～２才位の子供とお母さんが、子供同士・お母さん

同士の交流を深める親子サークルで、バザーや七夕会などの行事をしています。私は一緒に

行事に参加させてもらい、準備のお手伝いや子供やお母さんとの交流を楽しんでいます。 

③初めは「大丈夫かなぁ？」と不安だったけど、子供達がだんだんとなついてきてくれてか

わいい笑顔をみせてくれるようになり、お母さん方も優しく、頼りにしてくれるので今では

参加するのが楽しみです。これからも積極的にいろんなボランティアに参加して、人とのふ

れあいができたらいいなぁと思います。 

①高校が農業高校で地域や人と積極的に関わっていたので、松本大学に入った後もそうい

う活動をしたいと思っていました。オリエンテーションで考房『ゆめ』の存在を知り、面

白そうだなというのと地域と関れればと思い参加しました。 

②今は、PEACE OF MINDという団体で活動しています。信大と共同で戦争体験の聞き取

りなどの平和活動をやっています。また、HIVについての調査・発表などをしました。Ｍ

ウイングでのイベントの司会やお手伝いもしています。 

③戦争体験の聞き取りは、聞き取った後の編集などが大変ですが、お年寄りから生の戦争

の話が聞けてとても為になります。信大の人とも仲良くなれてよかったです。Ｍウイング

の活動のほうも、ミュージシャンの人や、職員の人と沢山喋ったり、交流できているので

参加しがいがあります。これからは、もっと様々なシーンで役に立って、重要と思われる

存在になりたいです！ 

総合経営学部 

総合経営学科１年   

 上條 雄貴さん 

総合経営学部 

観光ホスピタリティ 

学科１年 

 上山 聡子さん 

松商短期大学部 

商学科１年 

北林 かおりさん 
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①考房『ゆめ』を知ったのは、松本大学に入学してからすぐにあったオリエンテーション

でした。元々、何かボランティアをしたいと思っていたのですが、まだ自分から動けな

かったので、いい機会だと思い考房『ゆめ』の活動に参加しました。 

②最初は先輩が行っていた山形小学校へのボランティアを希望していたのですが、講義の

空き時間と時間がうまく合わなかったため、急遽先生に大学から近い芝沢小学校に連絡を

取っていただいて、そこから活動が始まりました。主な活動は、なかよし学級、あおぞら

学級の３人と一緒に授業をしたり、出来ないことを手伝ったり、時にはクラスの子ども達

と遊んだりすることです。 

③今回、芝沢小学校に行かせていただいて、自分が想像していた以上に子ども達とコミュ

ニケーションを取ることの難しさを感じ、最初は迷うことが多かったのですが、回を重ね

るごとに自分なりにわかることも増えていきました。最初は緊張していた３人とも自然と

仲良くなり、子ども達からも学ぶことがたくさんあり、勉強になりました。普通に大学生

活を過ごしているだけでは得られない、とても貴重な体験をさせていただくことが出来た

ので、今後もこの活動を活かしていきたいと思います。 

①オリエンテーションで松風連の演奏を聴き、「大学にはこんな素敵な活動があるのか」

と、とても感動したことがきっかけでした。日本人なのだから、何か日本の文化に関わり

たいと思っていたので、和太鼓がとても魅力的に思えました。 

②松風連では大学生だけではなく、地元の小学生や社会人の方も一緒に活動しています。

週一回練習し、地域の行事や施設からの依頼により、演奏会を行っています。そこでは、

地域の方と交流する機会もたくさんあります。 

③私は太鼓初心者でリズムを覚えるのがとても大変ですが、先輩が丁寧に教えてくれた

り、友達と一緒に練習したりしながら楽しく覚えています。いつの間にかリズムを口ずさ

んだりもしています。それでも、演奏会では失敗も多く、先輩たちのようにうまくはいき

ません。今後はもっと練習を積み重ねていき、先輩たちのように堂々と演奏ができるよう

に頑張りたいです。そして少しでも多くの人に、和太鼓の演奏を聴いてもらい、その素晴

らしさを伝えられたらと思います。それから、この活動を通して地域の方との交流を深

め、自分の視野を広げていきたいです。 

①オリエンテーションで説明を受けて興味を持ったのがきっかけです。最初は軽い気持ち

でベロタクシーの事を聞きにいきましたが、先輩から詳しく話を聞いているうちに自分で

も乗ってみたいと思いました。人との関わりが強いベロタクシーでコミュニケーション能

力を高めることが出来るので、入ってみようと思いました。 

②ベロタクシーは環境に優しいエコカーで、毎週土曜日と日曜日に松本城を中心に運行し

ていて、城内を回ったり決められた観光コースを走ったりしています。他にも、駅や花時

計公園前までといった特定の場所までの運行も行っています。 

③ベロタクシーはとても体力を使う活動で運転していると凄く疲れます。けれど、乗って

いただいたお客様が楽しんでくれていると思うと「頑張ろう」と思うことが出来ました。

今後は、お客様が乗ってよかった、また乗ってみようと思ってくれるような接客をしなが

らの運転が出来るように頑張っていきたいと思います。 

①僕の大学４年間の目標は、様々な活動に参加、経験して少しでも自分を高めることと考え

ていました。そんな時オリエンテーションで、戦争の聞き取り調査をする「PEACE OF 

MIND」というプロジェクトを知り、興味を持ちました。これまで戦争について詳しく知る

機会がほとんどなかったので、ぜひ参加しようと考えました。 

②PEACE OF MINDでは松本市内の戦争体験者への聞き取り調査を行っています。この

他、松本手まり時計祭りに参加し、エイズについて調べたことを発表しました。より多くの

方々、特に同世代の方にエイズ・HIVについて知ってもらうためメンバーの一人一人が調べ

たことをパネルに書いてまとめました。 

③自分で調べ、その情報を発信することで理解が深まっていきました。今後は、少しでも戦

争のことを知り、戦争と平和について考えていきたいです。そして、自分が知ったことを多

くの人に知ってもらい一緒に考えていけたらと思います。 

人間健康学部 

健康栄養学科1年 

 春日 彩さん 

総合経営学部 

観光ホスピタリティ

学科1年 

 上木 純子さん 

総合経営学部 

観光ホスピタリティ 

学科１年 

 武田 翔さん 

松商短期大学部 

経営情報学科1年  

大池 千史さん 
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 松本大学地域づくり考房『ゆめ』は、本学学生の社会参加への第一歩となり、社会をより良くしていこうとする

リーダーシップの芽生えとなる活動を支援しようと、平成17年度から奨励制度事業を行っています。楽しみなが

ら自らも成長し、地域も活性化し、社会貢献につながる、学生による地域づくりの活動を募集し、今年度は６団体

の応募がありました。７月１０日に選考審査会を実施し、下記の事業に奨励金が支給されました。 

 老若男女、経験者、未経験者を問わ

ず、大学内外誰でも参加できる地域交

流型事業。 

 日本の伝統文化である和太鼓を通じ

て、松本市を中心に地域の様々な活動

に参画し、幅広く活動していくことで

地域を元気にしていく。 

 松本電鉄新村駅や電車を活か

して、地域の方と学生が一緒に

地域づくりを行う。多世代交

流、新村地区の縁側となる場所

づくり、松本電鉄沿線上の地域

の活性化などを図る。 

 スリランカ国のナーマル・

オヤというエリアの地域開発

で相互の人間的な発展・成長

を目指して活動していく。 

 戦争体験談の聞き取り調査やテーマ別

に研究したものを発信し、学生や地域の

人達に平和の問題について理解を深めて

もらい、平和の大切さや、日常的な問題

について多くの人に知ってもらう。 

 子どもの発育・発達に合わせ

た様々なスポーツを通して子ど

もに体を動かす楽しさを知って

もらう。 
 近隣小学校児童の登下校を

見守り、交通事故や不審者な

どから地域住民を守る。 

古い電車で 

新しい語らいの会 

地域交流和太鼓 

プロジェクト松風連 

松本大学キッズ 

スポーツスクール PEACE OF MIND 

松本大学 

ナーマル・プロジェクト 

松本大学 

子ども見守り隊 

 みすず屋 

四方山噺 

 私がみすず屋さんに行ったきっかけは、授業の地域交流でした。不安もありましたが、

行き始めると地域の方は快く迎え入れてくれました。途中玉井先生の話を聞きたいという

地域の方からの声を聞き、先生と連絡を取り『玉井先生の四方山噺』という会が実現しま

した。当日までには急な予定変更もあり大変な事も多くありましたが、手作りポスターを

作り張り出したり、みなさんが声を掛け合ってくれたおかけでたくさんの方に集まってい

ただきました。玉井先生や地域の皆さんからも、ためになる楽しいお話をお聞きすること

ができ、私自身とても楽しめました。地域の方とこんなふうにふれあう機会は今まであま

りなかったので、とても良い経験になりました。今後も活動を続け地域の方とふれあう機

会をまた作りたいです。 

（松商短期大学部経営情報学科１年 山本 香奈さん） 

 老人の数が多くなり、どこへ行っても「いつ死んでも良いわい。」等、とどまる所はそんな話で終わっていた昨

今、みすず屋さんに玉井先生が来てお話会があるとの事。良い機会と思い、参加させていただきました。少し早い

時間にみすず屋さんに着き、店に並べてある物品を眺めていた所に先生がお見えになり、早速に言葉をかけていた

だきました。昔のメンコがあり、「その遊び方を知っているかい？」と聞かれ、もぞもぞとしていたら、先生自ら

「こうやって遊ぶじ。」と実演して下さいました。私と同じ目線で接して下さったことに、びっくりしました。す

ぐに先生の胸の内に入ることができ、午後の暑い時間に良いお話をたくさん聞かせていただき、素晴らしい時間を

過ごす事ができました。また機会がありましたら、参加させていただきたいと思います。 

（松本市新村 ７０代女性） 

地域の方
より 

地域活動への参加 

  松本大学近くにある雑貨屋「みすず屋」さんで、７月１４日に「みずず屋四方山噺」が

行われました。学生が企画し、当日は本学地域総合研究センター研究員の玉井袈裟男先生

を囲んで地域の方と楽しく交流しました。  
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 私が毎年運営している、にじますカップカヌー

スラローム大会は、カヌー協会等公式な団体が運

営にたずさわってはいない草大会ながらも、毎年

全国から選手が集まる国内最大級の大会に成長し

ました。しかし、この大会の目的は、大会開催地

の旧明科町の特産品の紹介等地域振興でしたが、

町村合併による安曇野市誕生により、従来の旧明

科町の特色だけでは今後生き残ることができず、

安曇野市として新しい価値観や資源の掘り起しが

必要と感じたからです。 

 そんな中、若く新しい発想をお持ちの松本大学

の学生さんなら、今まで大会に係わってきた私た

ちも全く気がつかない、新しい安曇野市の魅力を

見い出していただけるのではないかと思ったから

です。残念ながら、お願いするのが大会直前に

なってしまったことから、大会の企画そのものに

参画していただく時間があまり取れませんでした

が、大会前日や当日には積極的にご協力下さり大

変助かりました。参加選手からもカヌーのことを

良くわからないながらも長時間一生懸命活動する

姿に感銘と感動をする方の賛辞が後を絶えません

でした。 

 今年限りでなく、是非来年以降も御協力いただ

けたなら幸いです。 

  （松本市島内 大沢 勇治さん） 

 にじますカップ 

カヌースラローム

大会 

 ６月１４日、安曇野市明科竜門渕公園内の河川で「第１４回にじますカップ

カヌースラローム大会」が行われました。松本大学と松商短期大学部の学生８

名が大会の運営に携わり、受付や審判員として活躍しました。 

 私は、にじますカップ・カヌースラローム大会に審判員として参加しまし

た。きっかけは開催地が自分の住んでいる地域だったからです。と言っても実

際そんな大会があるなんてまったく知らなかったし、カヌーの知識は無いに等

しいものでした。ただ家から近いからという安易な理由で選んだ私でしたが、

主催者の大沢さんと打ち合わせを重ねていく度に気持ちは変わっていきまし

た。それは、このにじますカップの規模の大きさと、参加者の情熱が伝わって

きたからです。参加者の数は１６０人、しかも、ほとんどの人が県外からで何

時間もかけて数分の競技のためにかけつける。私は少し理解に苦しみました

が、参加者の方は、ただカヌーが好きだから来ているのではなく、開催地の安

曇野が好きだから来てくれていることに気付きました。そんな人達に適当な態

度で接して安曇野を嫌いになられては困ると思い、一生懸命に準備から受付、

審判、片付けとやってきました。それが伝わってくれたのか、お礼のメールを

たくさんの方にいただきました。ものすごく嬉しくてウルウルしちゃいまし

た。実際、炎天下の中で何時間も気を張って審判をやって、片付けもけっこう

大変で疲れました。でも、たくさんの人と話したり、わいわい準備した楽しい

記憶しかありません。もし予定が合うなら来年も参加したいと思っています。

そして、安曇野を盛り上げていきたいと思います。参加してよかったです。 

（総合経営学部総合経営学科３年 岩月 直也さん） 

 この度カヌ－レ－スを手伝ってくださった学生のみなさ

ん、ありがとうございます！！ 

 昔のにじますカップは、財政的にも世間の暮らしにも少し

ゆとりがあったせいか、ボランティアも沢山いた記憶があり

ます。それが町の統合財政削減や厳しい世の中になってき

て、にじますカップの開催すら危ぶまれる声も聞こえていま

した。しかし全国のカヌ－ファンは、にじますカップだけは

別腹と言う意識が強く、開催を強く希望しました。レ－スと

なると選手はぴりぴりしていて、本心、人数不足のジャッジ

交代などはとても出来ない状態となります。どうする

か・・？そこへ松本大学の学生さん達が助け舟をだしてくれ

たのです！ジャッジはとても地味でその割厳しくて、素人さ

んたちにはとても過酷な役目なのですが、学生さん達の若さ

やヤル気、エネルギーは見事に大会成功に直結いたしまし

た。おかげで私達は選手としてだけのプレッシャ－で大会を

楽しむことができました。本当にありがとうございまし

た！！心より感謝いたします。また、そんな学生達を輩出し

ている松本大学を尊敬いたします。 

（大阪府 福田 清次さん） 

参加者
より 

地域の
方より

 

大沢さん 

 を囲んで 

表彰台の準備中 
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 トムソーヤの夏 

第２弾 

トム、いかだで河

をくだる 

私は、みとろぐる～ぷさん主催の「トムソーヤの夏」―第２弾 トム、い

かだで河を下る―に参加しました。参加した理由は子どもたちと遊ぶことが

好きなことと、このイベントに携わる中で子どもたちの思い出に残るものを

つくるお手伝いがしたいと思ったからです。イベントは小学生を中心とした

グループで自分たちの好きなようにペットボトルを使った筏を作って自然の

中で遊ぶ、といったものです。 

 そのために早朝から準備に勤しみました。みとろぐる～ぷさんの指示のも

と清泉女学院のみなさんや大町北高校のみなさんと協力しながらイベントを

盛り上げました。このイベントでとても印象に残っているのはランチタイム

のブタの丸焼きと、なにより楽しく遊んでいた子どもたちの笑顔です。暑い

中での作業でしたが、子どもたちのはしゃぎまわる姿を見ていると、とても

元気になりました。 

 私は今回の活動の中で、イベントの中での裏方の仕事の大変さとやりがい

を感じました。多くのお客さんが楽しく遊んでいる中、汗を流して地道な作

業をするのは大変なことですが、参加者が楽しく遊べているのを見ると、汗

を流す価値を実感しました。このイベントでは、みとろぐる～ぷさんをはじ

めとする多くの人との良い出会いがありました。新しい出会いがあることも

イベント参加の楽しさなのかもしれません。 

（総合経営学部観光ホスピタリティ学科３年 石山 慎也さん） 

私達“みとろぐる～ぷ“が、初めて松本大学の地域づくり考房『ゆめ』にお世話になったのは、一昨年夏の、松

本市制１００周年の記念事業に参加した時でした。もともと、“みとろぐる～ぷ“は構成メンバーが４人しかいな

いのに、参加者が１００人以上のイベントを企画実行しているのですから、当然のことながらいつもスタッフ不足

で、企画段階は何とかなっても、当日はいろんな方にお願いしながら実施してきました。 

そんな時、知り合いの方から、地域づくり考房『ゆめ』を紹介していただきました。ちょうど、その時の企画が

「色・彩・水遊び」というタイトルで場所があがたの森公園ということもあり、チラシ配布や準備作業をお手伝い

していただき、大変助かりました。 

その時の御縁で、昨年の「風と遊ぼう“こいのぼり広場“」に、そして今年も「トムソーヤの夏 第２弾”トム 

いかだで河をくだる“」に、ボランティアとして参加していただきました。 

今回は今までと違い、事前参加申し込み制とし参加者の顔の見えるイベントを企画しました。お陰様で、第１弾

「トム 仲間と隠れ家をつくる」共々、キャンセル待ちが出る程たくさんの応募をいただき、総勢１５０人位で、

短い信州の夏の１日を戸外で楽しむことが出来ました。 

これからも、学生さんの柔らかな発想と若いエネルギーに助けていただきながら、私達“みとろぐる～ぷ”は、

子ども達のキラキラ輝く瞳に会えるのを楽しみに、ワクワクするようなイベントを企画していきたいと思っていま

す。今後ともよろしくお願いいたします。 

        （みとろぐる～ぷ 三戸呂 三都子さん） 

地域の方よ
り 

 ７月２６日に大町市わっぱらんどで、「トムソーヤの夏第２弾」としてウ

レタンボードとペットボトルを使ってのいかだ作り遊びが行われました。 

 ナーマル・プロジェクトでは、スリラン

カ国ナーマル・オヤ地域の人々の仕事を作

るため、古着を集めて現地の市場で商売を

してもうおうと考えています。どのように

売るか、価格はどうするか、など具体的な

条件は全て現地の人に任せます。気候や宗

教上、いろいろな制約がありますがご協力

いただける方は、考房『ゆめ』までお問い

合わせ下さい。 

★★★ 募集する古着の条件 ★★★ 
◆夏服であること 

 半袖が望ましいです。ジーンズ、バスタオルなども状態によって 

 はＯＫです。 

◆派手な装飾がないもの、宗教的に問題ないもの。 

 英字プリントのものなどは場合によって不可です。 

◆サイズがわかるもの、タグがついているもの。 

◆洗濯済みで状態の良い物。 

 ※商品として売りに出すため、ご理解をお願いいたします。 

ランチの 

ブタの丸焼き 
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日本には様々な外国の方々がいて、そういった人達の中には日本語がわからなく

て困っている人もたくさんいます。その人達のために何か少しでも役に立ちたい、

交流してみたいと考え波田町日本語教室の活動に参加させてもらっています。 

私たちは、毎週土曜日の日本語教室とふれあいランチパーティーと波田町さいさ

い祭の国際交流カフェに参加して来ました。日本語教室では、普段使っている日本

語を教えるということが難しくてどうやっていいか迷いながらやっています。で

も、教え方を他の先生たちが親切に教えてくれます。また、生徒さんが「教えてく

れてありがとう」と言ってくれたりしたので頑張って自分達もいろいろと学びなが

ら続けてきました。ランチパーティーでは、日本人外国人関係なく協力して料理を

作ったり、バンブーダンスをしたり、クイズをしたりしました。料理もとてもおい

しく、パーティーも楽しくて良い経験をさせてもらいました。また、国際交流カ

フェでは、朝から皆で準備し、飲み物を売ったり、ブラジルの方が作ったバーベ

キューを食べたり、花火を見たりと充実した１日でした。 

貴重な経験をたくさんできた有意義な活動ばかりでした。この経験を生かして、

これからもいろいろな活動に参加したいと思いました。日本語教室ではもっと教え

方がうまくなるように努力していきたいと思います。 

（松商短期大学部経営情報学科１年 大石 春菜さん、熊井 奈都記さん） 

 波田町は松本大学とは本当にお隣同士、日本語教室立ち上げのころ十年以上も前より先生方には種々ご指導い

ただいています。もとより国際交流活動も「地域づくり」の一つですが、松本大学が地域と共に地域社会を担う

人材づくりを目指して、本当に闊達な「学び」の姿をくり広げられていますこと、いつも本当に素晴らしいと

思っています。たびたび留学生や学生さんたちが活動に参加してくださいましたが、今年度は３人の方が毎週日

本語教室に出席して、主にブラジル、フィリピンの子どもたちの学習サポートをしてくださり、子どもたちもと

ても喜んでいます。 

７月２６日の波田町あげての夏祭りには、国際交流クラブ、日本語教室主催の「国際交流カフェ」のコーナー

をスタッフとして、準備から片付けまで本当によく活動してくださいました。外国からの人々とも一緒に汗を流

し、バーベキューを食べ、踊り、大きな花火大会を楽しみました。今度の打ち上げパーティーで感想を聞くのが

楽しみです。 

 日本語教室ではそれぞれ状況の違う外国の方に戸惑うことも多いと思いますが、毎回早くから来て準備をして

くださり、子どもたちにもしっかり向き合っているところ、基本的な大切なことがなされていて感心します。こ

れから続けられる中で外国からの人々と会話をつなげ、少ない言葉でも交流ができる楽しさや、人と人のコミュ

ニケーションの素晴らしさを体験し、そして、それぞれの「違い」を理解しようとする「こころ」が育まれるこ

とを期待しています。これからも一緒に国際交流活動を楽しみましょう。松本大学の皆さん、参加してくださっ

てありがとう！ 

（波田町日本語教室・波田国際交流クラブ 川澄 利枝子さん） 

 波田町 

日本語教室 

 外国籍の子ども達の学習サポートや、ふれあいランチパーティ、波田町さいさい祭

の「国際交流カフェ」などの活動を通じて、多文化共生を学んでいます。 

 障がいのある学生が支障なく大学生活を送るためには、大学内

のバリアフリーが整備されていることが必要です。 

 しかし、介助が必要なことを外部サービスに頼っているのが現

状です。大学内で必要なサービスが受けられるようになること

は、学内のバリアフリーに必要不可欠なことだと思います。障が

いのある学生を支援し、一緒に松本大学のバリアフリーを進めて

みませんか？ 

（代表：観光ホスピタリティ学科３年 渡邊 庸介さん） 

★★★ 活動内容 ★★★ 
 障がいのある学生への支援、介助および
その体制づくり。 

★★★ 求められる学生像 ★★★ 
 福祉や介護に少しでも興味がある方を募

集しています。随時募集していますので、

お気軽に考房『ゆめ』までお問い合わせ下

さい。 

地域の方より
 

バンブーダンス 
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  インフォメーションへの問い合せ“ゆめ通信”への 
ご意見･質問など、すべて下記へお願い致します。 

 
 
 
 

松本大学 地域づくり考房『ゆめ』 
〒390-1295  長野県松本市新村 2095-1 

Tel : 0263-48-7213(直通）     0263-48-7200（代表）  

Fax : 0263-48ｰ7216  

E-mail: community@matsu.ac.jp 
URL:http://www.matsumoto-u.ac.jp/matsumoto_u/yume/ 

★:*・☆*:・° つ ぶ や き  ☆*:・°★:* 

 キッズスポーツでは、子どもたちといろんな種目・動作を

楽しく♪やってみよう！！と思い、今年度からスポーツ全般

を行うようになりました。 

 私は、運営のほうを担当しています。活動が始まる前に受

付をしてもらい、そのときに子どもたちの名前を書いて、

張ったりして子どもたちとふれあっています。活動中は、参

加できない子どもに話しかけたり、危険がないように見てい

たりしています。子どもたち、スタッフみんなが楽しそうに

活動している姿を見ていると、自然と笑顔になる楽しい時間

をすごしています(＊＾∀＾＊) 

 （人間健康学部スポーツ健康学科２年 北澤 美和） 

 ７月５日から行われた「信州・まつもと大歌舞伎」のオープニングセレモニーの「お練り」の場をお借り

して、募金活動をさせていただきました。もともと、今回の歌舞伎を盛り上げようという信州大学の学生と

共同制作した企画に携わっており、当日にイベントを実行することになっていました。また、ちょうどその

頃考房『ゆめ』から義援金の話があり、この機会に募金活動も一緒にできないかと思ったのがきっかけでし

た。その日は松本大学の学生２人で活動をしました。とても暑い一日となりましたが、呼びかけの甲斐も

あって大勢の方に募金活動にご協力していただき、とても良い結果を得ることが出来ました。集まったお金

がわずかでも被災者の方の支援になれば幸いです。     

             （総合経営学部総合経営学科２年 矢澤 忠明さん） 

７月末現在、学内で50，661円、学外で14，565円、合計65，226円の義援金が集まりました。 

たくさんの方々のご協力ありがとうございました！ 

 最初は何かをしたいというところから災害ボラン

ティアは始まりました。「大きな事は出来ないけれ

ど、募金なら出来そう。」という話になり、短大部有

志４人でミャンマーの募金箱を学内に設置することに

なりました。 

 お金があまり集まらないので、先生達や学友会の皆

さんと話し合いをして、みんなに呼びかけようという

ことになりました。学友会のメンバーと一緒に朝とお

昼休みに時間を決めて集まり、「募金よろしくお願い

します！」と大きな声で呼びかけ、挨拶をしながら活

動しました。最初は呼びかけに少し抵抗を感じました

が、慣れてくると面白く、お金もただ募金箱を置いて

いた時には考えられないくらい集まり、行動するとこ

んなにも違うんだなぁと驚きました。募金の呼びかけ

は少し抵抗があり、参加しにくいなぁと思うかもしれ

ませんが、一度やってみるとみんなの優しさや思いや

りの心を感じられて楽しいです。 

       （松商短期大学部経営情報学科１年 

 小林 あすかさん） 

 短大部の学生の呼びかけで、学友会３学部合

同で行いました。昼休みを利用して２回ミー

ティングを行い、朝と昼休みに募金箱を持ち、

呼びかけを行いたくさんの募金を集めることが

できました。しかし、この活動の一番の目的は

お金を集めるというよりも世界や日本で災害に

あった人がいることを多くの人に知ってもらう

ことです。目的の達成度は８０％くらいでし

た。２週間程度での活動でしたので、もっと時

間に余裕をもって話し合いをして、呼びかけを

する人数も多くいれば１００％に近付いたので

はないかと思います。ですが、短期間でこれだ

けの活動ができたことは自分たちにとって自信

になりました。これを機会にもっと３学部で活

動ができればいいと思っています。募金をして

くださった皆さんには本当に感謝しています。

ありがとうございました。 

（人間健康学部学友会長 降幡 昌孝さん） 

 松商短期大学部の学生有志で７月から始まった募金

活動は、学友会と合同での呼びかけ募金や、信州・ま

つもと大歌舞伎のお練りでの街頭募金などへ輪を広

げ、多くの方から温かいご支援をいただきました。 


